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「厚生労働省」は、東京の霞ヶ関にあり、

『本省』といいます。

「和歌山労働局」は厚生労働省の『地方機

関』といい、全国に４７か所あるうちの１つで

す。（ 『本省』を【本店】、『地方機関』を

【支店】と言い換えれば、イメージが付きやす

いでしょうか？）

なお、厚生労働省の職員も、和歌山労働局の

職員も、同じ試験に合格した国家公務員です。



労 働 局 の 役 割
労働局は、国民の皆さまの『働く』ということに関連する様々な行政分野について、総合的・一元的

に、地域に密着した行政を担う厚生労働省の地方機関です。

和歌山労働局の職員は、「労働分野の専門家集団」として、

・職業安定行政：求職者と求人者を結びつける職業相談・職業紹介、また、労働者が失業した場合等に

失業等給付の支給など、

・人材開発行政：各々に適した仕事に就けるよう、スキル向上・キャリア開発に向けた支援など、

・労働基準行政：労働条件の向上、労働者の安全と健康の確保等、また、労働者が仕事中・通勤中に負

傷等した場合に労災保険給付の支給など、

・雇用環境・均等行政：働き方改革の推進、労働者と事業主との間の紛争解決のサポート、様々なハラ

スメント対策の推進、女性の活躍促進など、

を行っています。

職業安定行政

雇用環境・均等行政

労働基準行政

人材開発行政

４つの行政が一体となって、国民の皆さまの『働く』を

総合的に支援しています。

皆さん、和歌山県における最低賃金はいくらかわかりま

すか？和歌山県の最低賃金は、労働局で開催する審議会で

審議して決定されます。最近では、新型コロナウイルスが

大流行しましたよね？雇用維持のために、労働局で助成金

を支給するなどで、企業の援助を行っていました。

今後も、社会情勢、ニーズなどに応じて様々な業務が生

じると思いますが、その分、『労働分野の専門家（プ

ロフェッショナル）』として、活躍できる機会がとて

も大きな仕事です！！



２

労働基準監督署の設置状況（５署）



労働基準監督署の主な仕事
■ 事業場に対する監督・指導（方面）
労働基準法、労働安全衛生法などの法律に基づき、事業場に立ち入るなどして、労働者の労働条件

等を調査し、法違反が認められた場合には、是正を指導します。また、危険性の高い機械・設備など
については、使用停止等の命令を行います。
さらに、重大・悪質な事案については、司法事件として捜査・送検するなど、厳正に対処します。

■ 労働災害の防止（安全衛生課）
建設工事などの届出の審査を行い、不安全な箇所があれば改善を求め

ます。また、クレーンなどの一定の危険な機械について、設置時の検査
をします。
仕事中に労働者が被災した場合や爆発・火災・有害物の漏えいなどの

災害が発生した場合には、調査を行い、その原因究明、再発防止対策の
指導などを行っています。

■ 申告・相談の対応（方面）
労働者からの賃金不払、長時間労働等の申告・相談を受け、事業場を

調査し、関係法令違反が認められた場合、改善指導をしています。

■ その他、厚生労働事務官【基準】と同様、労災保険業務や労働
保険の適用・徴収業務（労災課）に従事することもあります。

労働基準監督官の主な業務について



労働基準監督官の採用は、平成31年度の採用者から都道府県労働局ごとの採用となりました。
採用後は主に採用された労働局管内の労働基準監督署で勤務しますが、採用後の３年目からの２

年間は、採用された労働局とは別の労働局管内で勤務します。

採用後の４年間は、原則として全員が監督業務に従事し、採用後５年目以降は、監督業務を中心
とするキャリアパスと、安全衛生業務を中心とするキャリアパスがあります。
※ 監督業務を中心とするキャリアパスでは、総合性を高めるため、採用後15年目までに、安全衛生業務と労災補償業務に各１年以上従事することとなります。
※ どちらのキャリアパスでも、将来的な昇進等に差はありません。

労働基準監督官の異動・キャリアパスについて
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